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内
浦
平
山
の
蓮
 畑
 に
は
 

の
蓮
が
花
を
咲
か
せ
て
い
 

蓮
は
午
前
中
花
を
開
き
 

じ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
目
 

く
か
ら
カ
メ
ラ
を
手
に
し
 

と
ず
れ
て
い
ま
す
。
 

0
0
 
月
上
旬
ま
で
が
 見
ざ
 

｜
 

斤
 
"
  
 
 
 

・
 
協
 

一
 
"
 
Ⅰ
 
ノ
 

ⅠⅠ  
 

ろ
の
よ
 う
 で
す
。
 

、
今
年
も
多
く
 

ま
す
。
 

、
午
後
に
は
と
 

見
よ
う
と
朝
早
 

た
 人
た
ち
が
 ぉ
 

  おかが き   
( シンボルマーク )   源 保護のため再生紙を 使用しています。 広報 紙に は資 
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ま
せ
ん
。
保
険
料
 

U
 

は
あ
る
の
 

て
す
 

が
 

と
判
断
し
て
い
ま
 

よ
い
で
し
ょ
う
か
 

保
険
料
の
免
除
 

制
 

  。 す 、 を事が 
が困ご保 。 現納が 不自 
あ 難と険 ど状の う 況営   う で る まの 業 

ま方経を しは 気 く た 者 
すは           た軸持 ゆめで     ら理 ち き位 す 

多 
0 問い合わせ 

福祉課年金係へ 

ⅠⅠ A 

で
、
役
場
福
祉
課
の
窓
口
に
申
し
出
 

て
く
だ
さ
い
。
 

税
関
で
は
、
お
 預
 

次
の
通
貨
、
証
券
な
 

て
い
ま
す
。
 

0
 
 終
戦
後
、
外
地
 

て
こ
ら
れ
た
人
が
 

関
 ・
海
運
局
に
預
 

か
り
し
て
い
る
又
は
、
最
寄
り
の
税
関
（
支
署
・
 
出
 

ど
を
お
返
し
し
張
所
）
ま
で
 

な
お
、
門
司
税
関
で
は
、
門
司
、
 

か
ら
引
き
揚
げ
博
多
、
 
仙
崎
 の
 各
港
 で
上
陸
さ
れ
た
 
た
 

、
上
陸
地
の
税
人
の
も
の
を
保
管
し
、
お
返
し
し
 
て
 

け
ら
れ
た
通
貨
い
ま
す
。
 

          終戦当時の     
晋さ     

 
 

に
お
 

館
な
ど
 

証
券
な
ど
 

に
送
り
返
さ
 

返
還
の
申
田
本
 

問
い
合
わ
せ
門
司
 

別
 監
視
官
 
む
 3
3
 

証
券
 

外
地
の
 

い
て
、
 

に
預
け
 

の
う
ち
 

れ
た
も
 

人
ま
た
 

税
関
 監
 

2
 １
 8
 3 視はの 、 ら 総集な 
4 部衆 口れ館 結ど 
6 特 旗 本 た 里地 

まれ 当 除 の 険こ を の な す た ま 詳基 供料れ 判状こ 
の月 おでし 準瞼 がに 断睨め 
での 、 お く が 料免 よ しに 場 

ムロ、 免除前月 同し 現 、 ! よ、 定め は規 除さ り、 ます より 

江 かの今福もめれ 承 。 傑出 
点 ら 該わ祉 れ所 ま認 険帯 福岡県立スボーツ 科学年報センター 所得 当月はくた さ の の該当 下さ せ 課 国民 ていま 得に応 又 す。 を受け 料の負 

い に 申ぃ年す じ 、 れ 担や 
。 な請 。 金 。 て 学ば 能資 

り さ 出 先生保 力産 

田 場合、 えまし 将来 @@ ょ、 こ 経済 ってい 年間に けた期 これ 三 含 の 間の年 保   
ので る 免 めまをを金へ 
生き よ除免 す 納受を た 活 ぅ後除 。 めけ受 の 遺体 た平アぃ 
ぼ と に 、 を たた け ス ら 」「 成ク丘 
備 き な 10 受 場期る ポ れを と ニシ の 

何 % の宿福 てツ研研 9 % プ備り ポ情バ   し 性 別 な ア に l 

1 アが合最 
1  クイ音信人 

0 賀 祉 ま人 析 
。 どで     冶 

O 
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Ⅰ
 

同
一
 

 
 

平
成
Ⅱ
 年
 新
成
人
 

イ
ベ
ン
ト
企
画
に
ぜ
ひ
参
加
を
 

一
生
に
一
度
の
成
人
式
 @
 
 「
こ
ん
 

な
ふ
う
 な
成
人
式
に
し
た
い
」
と
 考
 

え
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
 

楽
し
い
、
思
い
出
に
残
る
式
に
す
 

る
た
め
に
、
三
役
で
あ
る
あ
な
た
 自
 

身
 が
成
人
式
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
に
参
 

加
 し
ま
せ
ん
か
。
 

「
平
成
川
年
度
成
人
式
実
行
委
員
 

会
 
（
仮
称
）
」
を
結
成
し
た
い
と
 思
 

い
ま
す
。
祭
り
好
き
の
人
、
パ
ワ
ー
 

が
あ
る
人
、
式
を
盛
り
上
げ
た
い
人
、
 

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

興
味
の
あ
る
人
は
、
説
明
書
を
送
 

り
ま
す
の
 て
 、
 9
 月
は
日
（
金
）
 ま
 

て
に
社
会
教
育
課
 

ヮ
 -8
2
 １
 1
2
 

1
1
 
へ
 電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
 

交
通
事
故
を
な
く
ず
福
岡
県
県
民
 

運
動
本
部
で
は
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
 

愛
称
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

応
募
方
法
官
製
ハ
ガ
キ
に
愛
称
、
 

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
 

番
号
を
書
い
て
送
っ
て
下
さ
い
。
 

締
切
 
8
 月
 紐
 日
当
日
消
印
有
効
。
 

発
表
 
9
 月
初
日
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
 

待
っ
て
い
ま
す
。
 

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
・
シ
ン
 

ボ
ル
マ
ー
ク
の
愛
称
を
 

く シンボルマーク ) 

演
奏
者
北
九
州
 A
C
C
 

女
声
コ
 

ラ
ス
・
岡
垣
町
女
声
コ
ー
ラ
ス
・
同
 

町
女
声
合
唱
コ
ー
ル
ト
パ
ー
・
 
岡
地
 

混
声
合
唱
オ
ク
ト
ー
バ
ー
・
賛
助
 

演
、
サ
ン
リ
ー
ア
 イ
 女
声
コ
ー
ラ
ス
 

と
き
 
8
 月
四
日
午
後
 2
 時
か
 

と
こ
ろ
 
岡
垣
 サ
ン
リ
ー
ア
イ
 

入
場
料
無
料
 

問
い
合
わ
せ
太
田
ヒ
ロ
千
古
 

8
2
 １
 4
1
@
l
 

2 ら 

大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
を
 

・
平
成
㏄
年
 j
 月
に
卒
業
さ
れ
る
人
及
 

び
 平
成
 9
 年
 3
 月
卒
業
の
未
就
職
者
 

の
 人
を
対
象
に
し
た
、
地
元
企
業
と
 

の
 合
同
会
社
面
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

八
 福
岡
会
場
Ⅴ
 

と
き
 
9
 月
 3
 日
（
水
）
午
後
は
 

時
 ㏄
分
か
ら
 5
 時
ま
で
（
受
付
開
始
 

午
後
は
時
）
 

と
こ
ろ
九
電
記
念
体
育
館
 

参
加
企
業
約
二
百
五
十
社
 

八
 北
九
州
会
場
Ⅴ
 

と
き
 
9
 月
 4
 日
（
木
）
午
後
は
 

時
 ㎝
分
か
ら
 5
 時
ま
で
（
受
付
開
始
 

午
後
は
時
）
 

と
こ
ろ
西
日
本
総
合
展
示
場
 

参
加
企
業
約
百
四
十
社
 

問
い
合
わ
せ
福
岡
県
労
働
部
職
業
 

安
定
訳
 
呑
 0
9
2
 １
 6
,
D
l
 ｜
 1
 

 
 

ス
で
 開
催
さ
れ
る
交
通
安
全
フ
ェ
ア
 

で
記
念
品
進
呈
 

問
い
合
わ
せ
交
通
事
故
を
な
く
す
 

福
岡
県
県
民
運
動
本
部
（
県
庁
内
）
 

呑
 0
9
2
 １
 6
5
1
 １
 1
1
1
1
 

内
線
 2
5
 「
 
0
4
 

4
 

つ
の
合
唱
団
 

｜
 第
 2
 
回
コ
ン
サ
ー
ト
ー
 

「
山
に
祈
る
」
組
曲
・
「
山
の
歌
 
、
 

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
の
歌
、
山
小
屋
の
 

歌
 、
山
を
憶
 う
 」
な
ど
 6
 曲
を
穏
 名
 

で
大
 ム
ロ
 
唱
 し
ま
す
。
 

大
学
等
合
同
 

会
社
面
談
会
 

5
 、
 6
 、
 7
 月
と
連
続
的
に
発
生
し
 

て
お
り
、
う
ち
二
人
は
高
齢
者
で
す
。
 

こ
れ
以
上
の
「
交
通
事
故
死
」
を
 
防
 

ぐ
た
め
、
 各
ご
 家
庭
で
も
「
非
常
事
態
」
 

と
 受
け
と
め
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
 
I
 

ず ま人垣り に現が通年 
れこいを町 、 四 花 7 車中平 
ものま上で昨・ 人 、 月 故 の 成 
男四し 回の年目つ 9 死交 9 
件件た っ年のとい 日 

て 

才 - 
@ 

Ⅱ 

臆 
"wria@tj 

O
 



  

ⅠⅠ 
岡垣町役場 
教育委員会 容 三日三 - ●

 

l
 

l
 三

 

l
 

届
け
た
い
心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

募
集
テ
ー
マ
①
出
会
い
、
ふ
れ
あ
 

心
 の
 輪
 
②
私
と
「
障
害
」
 

③
と
も
に
生
き
る
 

米
 自
由
テ
ー
マ
も
 可
 

応
募
資
格
県
内
居
住
の
小
学
生
以
 

上
 の
 人
 

応
募
方
法
小
学
生
、
中
学
生
、
高
 

校
 ・
一
般
の
三
部
門
 

原
則
と
し
て
、
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
 

（
 
B
4
 判
 縦
柑
き
 ）
五
枚
以
内
 

（
小
・
中
学
生
は
二
（
，
四
枚
以
内
）
 

障
害
者
の
日
ポ
ス
タ
ー
 

募
集
テ
ー
マ
障
害
者
の
日
 
う
月
 

9
 日
）
を
 広
 v
 、
・
周
知
す
る
内
容
の
 

ポ
 

ス
タ
ー
 

急
増
す
る
高
齢
者
が
主
役
を
担
え
 

る
職
場
の
開
発
、
働
く
 場
 づ
く
り
の
 

シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ
い
て
何
が
考
え
 

ら
れ
る
か
皆
さ
ん
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
 

を
待
っ
て
い
ま
す
。
 

テ
ー
マ
「
高
齢
者
の
働
く
 場
 つ
く
 

り
に
つ
い
て
」
 

形
式
自
由
ラ
ー
プ
ロ
て
も
 可一
 

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
を
 

高
齢
者
の
た
め
に
 

対
象
小
学
一
年
与
六
年
生
の
男
 

子
 

練
習
場
所
岡
垣
町
民
体
育
館
 

練
習
日
及
び
時
間
 

毎
週
木
曜
日
Ⅳ
 持
 ち
即
時
 

ル
土
曜
日
㎎
 持
 ち
 %
 持
 

ル
日
曜
日
比
 時
携
巧
時
 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
 

池
田
明
男
 
呑
 2
8
2
 １
 4
1
1
7
 

る
井
 宏
紀
 
呑
 2
8
3
 １
 4
1
A
5
 

若
松
・
 
岡
垣
 ・
津
屋
崎
の
少
年
少
 

第
 3
 回
玄
界
灘
 

ジ
ョ
イ
ン
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト
 

囲垣サソリーアⅠ 呑 三日日 

ポ
ス
タ
ー
待
っ
て
い
ま
す
 

 
 

 
 

障
害
者
の
理
解
を
深
め
る
 

作
文
（
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
及
び
 

応
募
資
格
者
身
体
障
害
者
手
帳
の
 

交
付
を
受
け
て
い
る
 者
 

応
募
作
品
 

（
書
道
の
部
）
半
紙
サ
イ
ズ
（
㏄
・
 

3
 ㎝
Ⅹ
 ぬ
ぜ
 

へ
 
写
真
の
部
）
 
四
ッ
 切
り
ま
た
は
 ブ
 

イ
ド
 の
 四
ッ
 切
り
サ
イ
ズ
 

締
め
切
り
 
9
 月
凹
目
（
水
）
 

応
募
・
問
い
合
わ
せ
福
岡
県
身
体
 

障
害
者
福
祉
協
会
 

呑
 0
9
n
@
1
 

１
「
 

0
8
4
 

１
 6
0
6
7
 

応
募
条
件
県
内
に
居
住
す
る
 F
 歳
 

以
上
の
障
害
者
で
ア
マ
チ
コ
ア
の
方
 

作
品
規
格
平
面
作
品
の
部
絵
画
 

・
 キ
 ・
版
画
な
ど
立
体
作
品
の
部
 

陶
芸
・
彫
刻
・
彫
塑
・
ホ
エ
・
立
 

体
写
真
な
ど
 

締
め
切
り
 
9
 月
㏄
 日
 
一
人
一
 

出
品
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
福
 

岡
県
社
会
福
祉
協
会
地
域
福
祉
部
地
 

域
課
呑
 0
9
2
 
１
 5
8
4
 
１
 3
3
7
 

7
 

職
種
調
理
員
 

募
集
人
数
若
干
老
 

年
齢
五
十
歳
ま
で
の
健
康
な
人
 

賃
金
日
額
七
千
六
百
四
十
円
 

問
い
合
わ
せ
県
立
 遠
賀
 病
院
庶
務
 

課
 呑
 2
8
2
 １
 0
1
8
1
 

 
 囲

垣
ジ
ュ
ニ
ア
・
バ
ド
ミ
 

ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
に
 

入
部
し
ま
せ
ん
か
 

理
 （

文
化
講
演
 ム
 
ニ
 

講
師
デ
ー
ブ
・
ス
ペ
ク
タ
ー
 

テ
ー
マ
「
世
界
の
中
の
日
本
」
 

料
金
会
員
 券要
 

問
い
合
わ
せ
 

岡
垣
 サ
ソ
リ
 /
 正
子
 

へ
 

ま
だ
自
由
課
題
の
決
ま
っ
て
な
い
 

ボ
ク
 /
.
 
こ
れ
か
ら
何
を
作
ろ
う
か
と
 

考
え
て
い
る
あ
な
た
、
今
年
は
和
紙
 

で
 ち
ぎ
り
絵
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

き
っ
と
、
き
に
い
る
作
品
が
出
る
と
 

思
う
よ
。
 

と
き
 
8
 月
㎎
 日
 
（
火
）
・
 托
日
 

（
火
）
午
前
川
時
か
ら
は
時
ま
で
 

と
こ
ろ
 
岡
垣
 サ
ン
リ
ー
ア
イ
 

受
講
料
無
料
 

ゑ
村
 費
 

①
金
魚
千
百
三
十
円
、
 

②
花
火
千
百
三
十
円
、
③
 あ
 さ
が
 

お
セ
 百
二
十
円
、
④
 う
 ち
 わ
八
 

百
二
十
円
 

定
員
各
三
十
人
 

持
っ
て
く
る
物
は
さ
み
・
 

え
ん
ぴ
 つ
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

岡
垣
サ
 

ソ
リ
 /
Z
 子
へ
 

「 5  15 % 

パ
ー
ト
調
理
員
待
っ
て
ま
す
ホ
ー
ル
 

楽
し
く
作
ろ
う
和
紙
ち
ぎ
り
絵
 

（
プ
ラ
サ
 
風
と
波
｜
 お
好
み
発
表
 ム
己
 

｜
 夏
休
み
親
子
工
作
教
室
 ｜
 

１
県
立
 遠
賀
 病
院
 ｜
 

出
演
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
・
城
島
貫
 

第
 ℡
 回
 身
体
障
害
者
書
道
 

写
真
全
国
コ
ン
テ
ス
ト
に
 

ぜ
ひ
 あ
な
た
の
作
品
を
 ソ
 

ん 7 岡本 

か 
1  氏 

生 -   
黄
金
最
優
秀
 螢
 十
万
円
、
二
位
 

五
万
円
、
三
位
三
万
円
 

問
い
合
わ
せ
送
り
先
一
丁
Ⅲ
福
岡
 

市
博
多
区
博
多
駅
前
 2
 丁
目
 9
 １
 %
 

福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル
 g
F
 
 

（
桂
一
 

福
岡
尽
日
同
齢
者
能
力
活
用
セ
ン
タ
ー
 

呑
 0
9
2
 ー
 4
L
D
l
 １
 8
6
2
1
 

切
れ
味
の
鋭
い
感
性
と
ジ
ョ
ー
ク
 

で
知
ら
れ
る
人
気
外
国
人
タ
レ
ン
ト
 

と
き
 
8
 月
㏄
日
工
）
Ⅴ
開
場
 

｜
 午
後
 6
 時
㏄
分
か
ら
Ⅴ
開
演
 ｜
 午
 

後
 7
 時
か
ら
 

と
こ
ろ
 
岡
垣
 サ
ン
リ
ー
ア
イ
・
 中
 

デ
 l
 ブ
 女
 ペ
ク
タ
 
l
 さ
ん
来
館
 

ア
ボ
ー
ル
（
会
席
自
由
）
 

入
場
料
五
百
円
 

チ
ケ
ッ
ト
発
売
所
 
岡
垣
 ザ
ン
リ
ー
 

ア
 イ
 
・
津
屋
 崎
 文
化
会
館
に
て
発
売
 

中
 

問
い
合
わ
せ
囲
垣
サ
ソ
リ
 /
Z
 子
 

へ
 

記
し
送
付
し
て
下
さ
い
。
 

締
め
切
り
 
9
 月
㏄
 日
 
（
火
）
 

ぃ
 ち
ご
 塾
 
文
化
講
演
会
後
 
時
か
ら
と
こ
ろ
 

2
 
津
 尾

崎
文
化
会
館
カ
メ
リ
 

O
 

O
 

応
募
資
格
制
限
な
し
 

申
し
込
み
原
稿
及
び
 

別
 用
紙
に
住
 
ビ
畦
耳
 
Ⅱ
 ノ
 
Ⅱ
Ⅰ
 

ノ
 
Ⅱ
Ⅱ
ノ
ー
Ⅰ
 

ノ
 
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
 

｜
 
女
 
合
唱
団
と
き
 

午
後
 

1
 
 
 

所
 ・
氏
名
・
年
齢
・
世
話
番
号
を
明
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一
般
的
に
日
本
の
走
行
帯
や
ハ
ン
 

ド
ル
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
反
対
だ
 

し
、
道
が
狭
い
の
で
丸
い
オ
レ
ン
ジ
 

の
 鏡
 
（
カ
ー
ブ
ミ
ラ
上
や
軽
の
自
 

動
車
が
あ
る
こ
と
や
速
度
の
単
位
が
 

マ
イ
ル
の
 0
 ・
 6
2
1
 

倍
の
キ
ロ
メ
ー
 

ト
ル
で
あ
る
の
も
日
本
の
道
路
の
不
 

思
議
で
し
た
。
そ
し
て
私
の
回
り
の
 

九
州
の
運
転
手
は
Ⅸ
歳
か
ら
免
許
が
 

も
ら
え
て
、
送
迎
バ
ス
で
私
立
自
動
 

車
学
校
に
通
っ
て
い
た
が
、
私
は
托
 

歳
か
ら
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
バ
ル
チ
モ
 

ア
 郡
の
教
育
委
員
会
の
生
涯
学
習
 教
 

育
の
下
で
私
の
高
校
で
放
課
後
運
転
 

S
 
 

国
際
 n 

 
 

O
 

e
 

 
 

車
は
世
界
の
ど
こ
で
も
共
通
で
す
。
 

そ
し
て
現
在
は
国
際
免
許
と
い
う
 物
 

を
 持
っ
て
い
れ
ば
海
外
の
色
々
な
 国
 

で
 運
転
が
出
来
ま
す
。
私
も
今
年
国
 

際
 免
許
で
九
州
の
運
転
手
の
一
人
と
 

な
っ
て
、
運
転
し
始
め
ま
し
た
。
 し
 

か
し
同
じ
運
転
な
の
に
、
九
州
で
運
 

 
 

ラ
ン
ド
 州
 と
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
 

す
ぐ
気
が
っ
き
ま
し
た
。
 

@ かに しれ メ が効も いメ伝 し人はも高の 
れて緑が 、 差糞 、 

  す信 とたがまいこん 。 黄土芥 ご 授け 
が 骨組 も気 つまれⅠ し白 ま ど   
" は 対 " づて すは代かはるこ まし 州別で州の免 それ メリカ 免許を で検定 一 業の 

許 ず白 持 @ こでつた。 
にだま 木が車い しに本だ ぅ も をか衆っ合 、 で （ 

九 とす舘内に信 て 青でと意あ 持 ち回 て 格九あ 運   っ 私の運 し沖 l る伝 る 教え州で 情 そ 的に。 @f @lr ロ 」 @ 乗っ 号の も本 だと 緑 は 言わ 味、 ては運転たで 沖 l は 

Ⅰ " 

最
近
自
動
車
事
故
の
け
が
を
妨
げ
 

る
た
め
に
ス
イ
ッ
ト
・
ベ
ル
ト
は
 と
 

て
も
有
効
的
だ
と
も
舌
口
わ
れ
て
い
ま
 

す
 。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
も
 

日
本
で
も
前
の
席
で
ス
イ
ッ
ト
・
 
べ
 

ル
ト
 を
閉
め
る
の
は
必
ず
必
要
に
な
 

っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
メ
リ
ー
ラ
 

ン
ド
州
で
は
皆
は
一
生
懸
命
に
 ス
ィ
 

ッ
ト
 ・
ベ
ル
ト
を
閉
め
て
い
ま
す
が
、
 

 
 

は
 邪
魔
だ
と
い
う
意
見
を
よ
く
聞
き
 

ま
す
。
そ
し
て
大
人
は
自
分
の
為
人
 

生
 選
択
が
で
き
る
か
ら
、
ス
イ
ッ
ト
 

ベ
ル
ト
を
し
な
い
こ
と
は
い
い
か
 悪
 

い
か
と
私
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
九
州
 

で
の
子
供
た
ち
に
対
す
る
ス
イ
ッ
ト
 

・
ベ
ル
ト
の
使
い
方
、
い
わ
ゆ
る
 ど
 

ぅ
 し
て
使
わ
な
い
か
、
私
に
は
理
解
 

は
 黄
色
い
信
号
は
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
 

て
、
 赤
に
な
る
ま
で
に
交
差
点
を
通
 

ろ
う
と
い
う
意
味
見
た
い
で
す
。
 冗
 

談
 で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
バ
ス
、
タ
ク
 

シ
ー
や
個
人
車
、
皆
同
様
で
 ビ
れ
 も
 

黄
色
の
信
号
を
注
意
と
し
て
認
め
て
 

い
ま
せ
ん
。
逆
に
私
が
黄
色
の
信
号
 

で
 止
ま
ろ
 う
 と
し
た
ら
後
ろ
の
車
は
 

行
く
っ
も
り
で
、
危
な
い
で
す
。
 そ
 

し
て
交
差
 占
 で
は
、
自
転
車
に
乗
っ
 

て
い
る
人
が
、
信
号
が
緑
に
な
る
と
、
 

渡
る
道
の
左
右
を
全
く
見
な
い
で
あ
 

つ
 と
い
う
間
に
さ
あ
っ
と
交
差
点
に
 

出
る
の
も
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
反
対
 

側
が
確
か
に
赤
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
 

事
実
的
に
車
が
止
ま
っ
て
い
な
い
と
 

い
う
こ
と
で
、
と
て
も
危
な
い
で
す
。
 

甘 "  ."         

が
 出
来
ま
せ
ん
。
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
 

せ
る
べ
き
で
す
。
 

の
 運
転
規
則
の
な
か
で
は
子
供
た
ら
 

と
ス
 ノ
ベ
ル
ト
に
関
す
る
 特
 

車
の
運
転
手
と
し
て
私
た
ち
は
 環
 

殊
 な
法
律
が
あ
り
ま
す
。
 4
 歳
ま
で
境
に
も
古
伝
 を 持
っ
て
い
ま
す
。
で
 

ス
イ
ッ
ト
に
乗
る
べ
き
、
 そ
 

す
か
ら
、
 日
 本
に
来
て
 、
 回
り
の
 人
 

し
て
㎎
 蔵
 ま
で
子
供
た
ち
は
 ス
イ
ソ
 

化
は
エ
ン
ジ
 ン
 を
か
け
た
ま
ま
、
 ら
 

ト
 ・
ベ
ル
ト
を
す
る
の
は
こ
の
法
律
 

ょ
つ
 と
店
に
 入
っ
た
り
、
乗
客
を
待
 

の
 規
則
で
す
。
九
州
で
は
、
見
か
け
っ
た
り
、
 
忘
 れ
 物
を
取
り
に
行
っ
た
 

る
 車
の
中
で
子
供
た
ち
は
い
す
の
上
り
、
す
る
と
 
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
 

で
 飛
ん
だ
り
、
風
を
顔
で
感
じ
る
た
私
は
環
境
を
 
守
る
た
め
過
度
に
 エ
ン
 

ジ
ン
を
か
け
る
こ
と
が
よ
く
な
い
と
 

め
 下
ろ
し
た
窓
か
ら
頭
を
出
し
た
り
、
 

後
ろ
の
足
の
と
こ
ろ
で
寝
た
り
、
自
習
い
ま
し
た
 
。
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
 

由
 み
た
い
で
す
。
あ
る
 時
 知
合
い
に
国
々
で
は
 赤
 い
 信
号
で
止
ま
っ
て
 い
 

 
 

ジ
ン
を
消
 す
 車
が
多
い
 

そ
う
で
す
。
そ
し
て
夏
が
暑
い
九
州
 

ト
 を
さ
せ
な
い
か
と
聞
い
た
ら
、
 そ
 

れ
で
死
ぬ
の
な
ら
仕
方
が
な
れ
と
答
で
は
、
冷
房
 が
 消
さ
な
い
た
め
な
ど
 

え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
ひ
ど
く
に
エ
ン
ジ
ン
 を
か
け
た
ま
ま
の
習
慣
 

な
く
て
も
、
こ
う
い
う
意
見
は
九
州
が
な
く
な
っ
 
た
ら
、
も
う
少
し
環
境
 

で
は
多
い
ら
し
い
で
す
。
し
か
し
私
を
保
護
す
る
 
一
つ
の
方
法
で
は
な
い
 

は
 理
解
が
出
来
ま
せ
ん
。
子
供
た
ち
か
と
思
い
ま
 
す
 。
 

が
 自
分
の
為
に
ま
だ
決
め
ら
れ
な
い
 

日
本
全
国
で
辛
 い
 明
太
子
が
有
名
 

年
代
な
の
で
、
親
は
保
護
者
と
し
て
 

子
供
た
ち
の
安
全
を
確
実
に
す
る
重
な
九
州
で
は
 、
言
葉
が
強
い
と
 

い
 直
任
を
持
っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
印
象
の
よ
う
 
に
 九
州
の
運
転
は
特
に
 

こ
と
で
、
ス
イ
ッ
ト
・
ベ
ル
ト
を
さ
あ
ら
い
と
 評
 判
を
持
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
れ
に
、
も
う
少
し
田
舎
で
す
か
ら
、
 

本
州
な
 ビ
 よ
り
電
車
の
路
線
や
数
が
 

少
な
い
の
で
、
車
で
通
う
こ
と
が
 多
 

い
で
す
。
九
州
の
運
転
手
の
一
人
と
 

し
て
仕
事
や
生
活
の
た
め
に
車
の
方
 

が
と
て
も
便
利
だ
と
分
か
っ
て
い
ま
 

す
が
、
九
州
の
運
転
手
の
一
人
と
し
 

て
 自
分
、
周
り
の
人
々
、
そ
し
て
 環
 

境
の
安
全
も
考
え
て
圧
点
し
て
運
転
 

 
 

し
て
い
き
ま
す
。
黄
色
い
信
号
や
私
 

 
 

に
ご
注
意
 /
 

O
 

 
 

㎏
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岡垣 カトレア・ yn ドき ㌦ う ら 尭 

  

女
性
 

地
軸
 

i
8
 

歳
 
似
 
町
民
体
 

某
所
 

揚
 

対
箱
 

ド
、
 
  

 
 

O
 

"
 
 

%
 
～
 
び
 
1
 
ガ
 
0
 
ゥ
府
 

目
印
 

、
 
卍
雙
 

な
 
2
 
卵
 

毎
週
 

-
 
野
原
 

一
日
光
一
 

酉
絡
 
Ⅱ
 

ぬ
連
一
 

 
 

就 

""" 一 
オ 。 。   - 

ヰ ． ダ ' ピ F             一 
  

業申 
@ 接 し 

4 曲 込 
1 セみ 
5 、 ノ先 
6 タ ・ 

ア lnI@ ，ム ㌍ 

わせ 蠕 
韓
 0
9
4
8
 １
 2
 

福
岡
県
女
性
 就
 

    

業を希望してい 老 

女性のための 

        技術講習会 姦鯛 ， 
"     ---- -         ". " 一     " 一   -"     

後し しを 福 福 

時み   み 催の県 
ま 北 撫牛火 の再三 径 下し玄玄 就業 で電話 桂 月 9 2 勤 九州 料 時 前騰 水 ， ， 月桝 丑 活の 耽 耽を 十人 理 （ 中 さい ていま 性を対 級） ・で 申 日 労音 か金日 6% かる あ 希 望 す 。 象棋 に 功 
し 3 少 牢 日 8 人 す 
込 日午 後） n1  6 

就各セ 
乗地 ン み 千文 4 月 支 帝図 タ 

く 前仏 時 13  性 望で l 
だ 9 セ 目 で 者技て 
さ時ン は 7 桁は 
いか タ う 簿 ぜ講   

。 ら l ち 言己 ひ習就 

が
す
相
談
所
開
設
 

 
 

さ
 

き
ら
し
 お
 

7
 

 
 

 
 

4
 

を
 

J
 

1
3
 

 
 

ム
 
 
 
@
 

間
 

相
場
 相
 

ⅠⅠ 
㌔ d 

  

；
 

や
ン
 

ね
ソ
 

さ
 

 
 
 
 
 
  
 

 
 

Ⅰ
 
"
 

 
 

  

帯革優と 13  と 準 優と と 

" 日   
ナ @ ジウ間   旗 @@  - 

「 

ズ l ド 月 
ズ 6   

日 千千 ト   
 
 

Ⅰ
 

Ⅰ
 

Ⅰ
 

Ⅰ
 

 
 

口 

  

Ⅰ 
口接 買 ・ 

  男子 5 ㎞ ;10 ぬ 
Ⅱ 

女子， 5 ㎞・ 10 ㎞ Ⅰ 

l ・ ロ俺加 脊柱     

勤労者     

ロ 捧加料 
Ⅰ 

  2,5 ㏄ 円 
  

Ⅱ     
と
き
 
6
 月
羽
目
 

と
こ
ろ
芦
屋
町
武
道
館
 

幼
年
の
部
 

三
位
山
本
康
二
郎
 

一
年
の
部
 

準
優
勝
堀
江
秀
文
 

三
位
 
武
谷
充
謙
 

四
年
の
部
 

任
勝
 
生
田
 
佑
希
 

五
年
の
部
 

三
位
生
田
英
吾
 

部
内
少
年
柔
道
大
会
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